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第 1 章 緒言 
 
北海道を主産地とするハスカップは，スイカズラ科の灌木で，和名をクロミノウグイスカグラ







































いない」と回答した男性は 18.4%，女性 19.6%であった。一方，20 代女性は 23.8%と高かった。 
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第 2 章 実証研究 
 















2-1-2-1  ハスカップ茶の作製 
  （株）美唄農産物高度利用研究所（美農研）より提供を受けたハスカップ果実ジュース搾汁残






2-1-2-2  HS 茶に含有されるアントシアニンの定量 








径 4.6mm，長さ 250mm，ジーエルサイエンス社），移動相CH3OH / CH3CN / 0.1%TFA（10：
15：75）を用い，流量を 1.0ml/min，オーブン温度を 30℃とした。標準品として，シアニジン-3-グ
ルコシドクロライド （Cyanidin 3-glucoside chloride，常盤製薬） 試薬 1.0mgを 0.1N HClで希
釈し，1.0mg/mlに調製した。調製した試薬をHPLC移動相で希釈し，検量線用に 25, 50, 100, 
200, 500μg/mlの 5 濃度に調製して求めた各ピーク面積と，サンプルのピーク面積比から，HS茶
乾燥重量当たりのアントシアニン含有量を換算し定量値とした。 
2-1-2-3  HS 茶に含有される香り成分の分析 
HS 茶 2g 入りティーパックを熱湯（95℃）150ml で 5 分間抽出し，カップに移して発生する蒸気
をキャニスター（1.0ℓ Silonite MiniCan）で 2 分間捕集，次いで自動濃縮装置（Entech 
7100A）によって冷却捕集し，ガスクロマトグラフ質量分析計（以下，GC-MS）（5973N GC-MS，
アジレント・テクノロジー社）による分析を行った。キャピラリーカラム（型式 DB-1，0.32mm 内径, 
60ｍ長さ, 0.25μm 膜厚, 固定相組成, ポリジメチルポリシロキサン，アジレント・テクノロジー
社），キャリアガスとして超高純度ヘリウムを使用 （流量, 1.0 ml/min） し，50℃から 250℃の昇温
分析 （10℃/min） を行った。MS ライブラリ NIST05a（NIST 社）を用いて，化学構造を推定し
た。 




関係者 150 名，20 歳代は大学生と教職員，30 歳代，40 歳代，50 歳代は教職員とその妻，60
歳代以上は教職員と地域連携事業の参加者であり，各年代 30 名とした。HS茶を 95℃の熱湯
150mlで 5 分間抽出し，飲用時温度 55℃で官能評価を実施した。 
官能評価は，「好ましさ，嗜好に合っている」，「飲みやすさ」の 2 項目とした。好ましさについて
は，｢色，香り，酸味，渋み，甘み｣の 5 項目について，｢とても好ましい｣から ｢とても好ましくない｣
の 7 段階のリカート式で評価する質問紙を用いた（とても好ましい， 3 点： 好ましい，2 点： やや
好ましい，1 点： どちらともいえない，0 点： やや好ましくない，－1 点： 好ましくない，－2 点： と
ても好ましくない，－3 点を配点した）。飲みやすさについては，「飲みやすかった」「どちらともいえ
ない」「飲みにくかった」の 3 段階で評価する質問紙を用いた（飲みやすかった，1 点： どちらとも









表し，両側検定により，有意水準を 5%とした。統計解析ソフトはエクセル統計Statcel215)と IBM 
SPSS Statistics 19 （日本IBM, 東京）を使用した。 





2-1-3-1  創製した HS 茶とそのアントシアニン量 








量 72.4%で補正し，乾燥重量 100g 当たりの平均値にすると，搾汁残渣の乾燥重量 100g 当たり
のシアニジン-3-グルコシド含有量は 835mg となり，HS 茶の含有量は搾汁残渣の 1．4 倍量に相
当した。 
2-1-3-2  HS 茶の香り成分の検出 
  HS 茶抽出液から発生する蒸気に，リモネン，β‐オシメン，β‐ミルセンが検出された（図
2-1-3）。 
2-1-3-3  HS 茶の官能評価 
HS 茶の色や香り等の好ましさ，飲みやすさについての官能評価結果を表 2-1-1 に示した。色




±0.2 と最高得点で，次いで 30 代，40 代，50 代の 1.5±0.3 であった。香りの好ましさ得点は，
「やや好ましい，1 点」と「どちらともいえない，0 点」の間にあったが，30 代，50 代で，1.2±0.3 と
高い得点であり，20 代で低く年代間で有意差が見られた。渋みは 30 代が最高得点で，50 代が
低く年代間に有意差がみられた。飲みやすさ得点は，「飲みやすかった，1 点」と「どちらともいえ
ない，0 点」の間にあり，50 代，60 代でやや評価が低いが，年代間に有意差はみられなかった。
HS 茶の色の好ましさ得点の選択分布を対象者の年代ごとに図 2-1-4 に示した。20 代から 60 代
までの全年代で，「とても好ましい」，「好ましい」，「やや好ましい」の選択を加算すると 70%から
80%の間にあり，高い割合を占めた。HS 茶の飲みやすさ得点の選択分布を対象者の年代ごとで
みると，20 代で「飲みやすかった（1 点）」が 73%に対して，50 代と 60 代では 47%であった。「飲
みにくかった（－1 点）」は 20 代で 20%と最高割合で 40 代では 3%と低かった（図 2-1-5）が，年
代による有意差は見られなかった。 
 




ニジン-3-グルコシドは 230.4mg含有されており，ハスカップ果実 100g中の 207.7mgに匹敵する
2)。新規に創製したHS茶のシアニジン-3-グルコシド含有量は，乾燥重量 100g当たり 1170mgで






























HS 果汁搾汁残渣を凍結乾燥して作製した HS 茶（抽出液）は鮮赤色を呈する。HS 茶含有の
赤色系色素アントシアニン（シアニジン-3-グルコシド）量は HPLC 法，芳香成分は GC-MS 法で
分析した。HS 茶の官能評価は成人女性を対象に実施した。シアニジン-3-グルコシドは，HS 茶



















             
                                                 
                               















抽出したハスカップ茶 １包 2g のハスカップ茶  
             
 
 


















図 2-1-2 ハスカップ茶に含まれるアントシアニンの同定と定量 
面積比はスタンダード 500μg/ml が 1 に対してサンプル②は 0.433 であり， 































































































































































































































































































































































































































 図 2-1-4 HS 茶の「色の好ましさ」得点の分布 

























図 2-1-5 HS 茶の「飲みやすさ」評価結果 
横棒グラフ上の数値の単位： %, 60 代： 60 代以上． 
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られている 。平成 20 年国民健康・栄養調査結果3) 1)によると，最近 1 ヶ月間にストレスを感じたこと













る機能性成分であるアントシアニン類の多いことが知られている 。  10)11)
 
2-2-1 方法 
2-2-2-1  対象 
本研究の主旨を理解し，協力することに文書で同意した 20 代女子大学生 14 名 {実験開始時
の平均身長（SEM）：158.1±1.1（cm），平均体重：53.2±1.1（kg），平均BMI:21.3±0.5








2-2-2-2  試料飲料 
 測定は，HS 茶または同温・同量の白湯を飲用させて行われた。実験時には，HS 茶 2ｇ入りのテ
ィーパックを 95℃の熱湯 150ｍｌで 5 分間抽出し，飲用時の温度が 55℃になるように冷まして提供
した。実験では，両飲料とも 2 分間で飲み終わるように指示した。連続摂取期間の 3 週間には，自
宅で同じように抽出した HS 茶を飲用させた。 
2-2-2-3  HS 茶（白湯）飲用実験  
2-2-2-3 （1）飲用実験の概要 
順序効果を相殺するために，対象を 2 群に分け， A 群（7 名）は前半 3 週間に HS 茶，後半 3
週間に対照飲料の白湯を連続摂取させ，B 群（7 名）は前半 3 週間に白湯，後半 3 週間に HS
茶を連続摂取させた（図 2-2-1）。脳波と感情測定の実験は，HS 茶と白湯それぞれの単回飲用と
3 週間連続摂取後の計 4 回が行われた。測定実験に先だち，練習日を設けて機器の装着等に慣
れさせた。最初の試料飲料を 3 週間連続摂取した後に異なる飲料に移るまでに，HS 茶の体内残
留影響を消去するためと性周期を揃えるために，4 週間程度の期間を空けた。自宅での HS 茶ま
たは白湯の飲用は夕食後から就床までの間とし，摂取期間中（計 6 週間）は同様の生活パターン
を維持するように指示し，生活日誌（起床と就寝時刻，基礎体温測定値，月経期間，主な生活活
動，HS 茶等飲用時刻）を記録させた。毎実験終了後に OSA 睡眠調査票を持ち帰り，自宅睡眠
の就寝前と翌朝起床時に調査用紙に回答し提出させた。4 回の睡眠調査日の夕食は食事バラン
スガイドに基づいて献立作成された弁当を摂食してもらった。飲用実験は 2009 年 10 月下旬から
2010 年 3 月中旬に行われた。 
2-2-2-3 （2）脳波と感情状態測定の流れ 
  脳波と感情測定の流れを図 2-2-2 に示した。被験者に脳波測定電極を装着し，45 分間安静座
位で両指標の測定を行った。測定開始後 8-13 分の 5 分間閉眼，25 分後から HS 茶または白湯




2-2-2-3 （3-1）脳波 （electroencephalogram： EEG） 
Ag/AgCl電極を使用し，国際基準 10-20 法に従い，頭皮上の前頭部（F3，F4 部位）と中心部











中心部（C3-C4 部位）のα波左右差係数値を求めた（式中のRには右側のF4 またはC4 部位のα
波パワー値，Lには左側のF3 またはC3 部位のα波パワー値を代入する）。脳波左右差係数値の
増加（左右偏側性の高まり）は，快感情や活気感のようなポジティブな感情の亢進または緊張や
不安，疲労感のようなネガティブな感情の低減と関連し6)  ， 抑うつ的なストレスとその軽減を評価す
る指標として用いられる。 
2-2-2-3 （3-2） 感情状態 
 橋本と徳永によって開発され，信頼性と妥当性が検証されている標準化質問紙 ｢Mood Check 
List-Short Form 1: MCL-S.1｣18)を用いて，リラックス感，快感情得点を求めた。リラックス感は，
「リラックスしている」など 4項目の動詞句に，「まったくそうである」（3点）から，｢まったくそうでない｣
（‐3 点） までのリカート式 7 選択肢から自記式で 1 回答を選ばせた。快感情は，「生き生きしてい
る」など 4 項目の動詞句から，リラックス感と同様に 7 選択肢から自記式で 1 回答を選ばせた。リラ
ックス感，快感情得点は，共に‐12 点から+12 点に分布しうるが，得点が高いほどその感情が良
好であることを示す。MCL-S.1 による感情の測定は， HS茶または白湯の飲用前後に各 1 回実
施した。測定開始前に行う脳波電極の装着時に，MCL-S.1 質問紙の自記式回答を毎回練習さ
せた。 














2-2-2-4  統計解析 









以外は両側検定とした 。統計解析ソフトはエクセル統計Statcel 222)23) 21)  と IBM SPSS 
Statistics 19（日本IBM, 東京）を使用した。 




2-2-3-１ 前頭部並びに中心部脳波 (EEG) の α 波パワー値 
HS茶または白湯の単回飲用と連続摂取後飲用の脳波測定結果について，F3，F4，C3 およ
びC4 部位におけるα波パワー値を，飲用前後の平均値で表 2-2-1 に示した。C4 部位のα波パワ
ー値でみると，HS茶単回飲用の前値は 13.0±3.1（μV2）に対し，白湯単回飲用の前値は
14.0±3.1 で両値間に有意差はなかった。HS茶 3 週間連続摂取後の飲用の前値は 13.4±2.9 
（μV2） に対し，白湯の連続摂取後飲用の前値は 17.2±4.3 で両値間に有意差はみられなかった。
HS茶と白湯の単回飲用の前値並びに両飲料の連続摂取後飲用の前値の 4 値間にも有意差は







α 波パワー値に対応のあるｔ検定を行った。HS 茶と白湯の単回飲用では， F 部位（F3，F4）と C
部位（C3，C4）で飲用後に有意な α 波パワー値の増加が示された。HS 茶の 3 週間連続摂取後
では，HS 茶飲用後に C 部位で有意，F3 部位でも有意傾向であった（表 2-2-1）。白湯の 3 週間
連続摂取後の飲用実験ではいずれの部位でも変化は認められなかった（表 2-2-1）。 
2-2-3-2  前頭部並びに中心部脳波（EEG）の α 波左右差係数値 
HS 茶または白湯の単回飲用と連続摂取後飲用の脳波測定結果について，前頭部 F3 と F4，
中心部 C3 と C4 部位の α 波左右差係数値を，飲用前後の平均値で図 2-2-4 に示した。C 部位
の左右差係数値の前値は，HS 茶単回飲用で －9.8±2.8 であるのに対し，白湯単回飲用では 










2-2-3-3  感情状態 
リラックス感と快感情は得点が高いほどその感情が良好なことを示すものであるが，HS 茶また
は白湯の飲用による感情状態得点の変化を表 2-2-2 に示した。リラックス感得点は，HS 茶単回飲
用の前値は 6.9±1.2 であり，白湯単回飲用の前値は 6.6±1.2 で，有意差はみられなかった。HS
茶 3 週間連続摂取後の飲用前値は 6.8±1.0 であり，白湯の連続摂取後の飲用前値は 6.9±1.1
で，両値間に有意差はなかった。HS 茶と白湯の単回飲用の前値並びに両飲料の連続摂取後の









HS 茶または白湯飲用前後の快感情得点は，HS 茶単回飲用の前値は 1.6±1.4 であるのに対
し，白湯単回飲用の前値は 0.9±1.8で有意差はみられなかった。HS茶 3週間連続摂取後の前
値は 2.0±1.5 であり，白湯の連続摂取後の前値は 1.5±1.3 で，両値間に有意差はなかった。




HS 茶の単回飲用並びに 3 週間連続摂取後において，飲用前に比べて飲用後に快感情得点は
増加した。一方，白湯では単回飲用によって増加したが，3 週間連続摂取後には全く変化がみら
れなかった（表 2-2-2）。 
2-2-3-4  睡眠時間と自覚的睡眠感得点の変化 
OSA 睡眠調査票に記載された対象者の平均睡眠時間は，HS 茶単回飲用夜に 7.1±0.2 時
間，HS 茶連続飲用夜に 7.4±0.1，白湯単回飲用夜に 7.0±0.2，白湯連続飲用夜に 7.1±0.2
であり，4 夜に有意差はなかった。 OSA 睡眠調査票睡眠前調査の 4 項目，（①いまのからだの調
子は，ふだんにくらべて快調である － 不調である，②いまはふだんにくらべてねむい － 頭が
はっきりしている，③いまの気分は，ふだんにくらべてわるい － よい，④いま，心配事は，ふだん
にくらべて少ない － 多い）を「非常に，かなり，すこし，すこし，かなり，非常に」の 6 件法で回答

















め，HS 茶と白湯単回飲用夜の OSA 睡眠感各因子の全 31 項目の得点について対応のあるｔ検
定を行った。その結果，いずれの項目でも有意差はみられなかった。しかし，HS 茶と白湯の単回
飲用夜と連続摂取後の飲用夜で，OSA 睡眠感各項目得点毎に反復測定分散分析を行った結
果，①「ねむ気の因子」の項目で，12 項目中 3 項目（「今朝は，ふだんにくらべて不快な気分であ
る  － さわやかな気分である」「全体として，今朝の気分はわるい － よい」「今朝は，ふだんにく
らべて，疲れが残っている－ 疲れがとれている」）で，白湯連続摂取後の飲用夜に比べて HS 茶
連続摂取後の飲用夜に高得点が得られた。③「気がかりの因子」で，5 項目中 1 項目（「今日は，
やることなすことすべてうまくいきそうだ－ うまくいきそうもない」）で，⑤「寝つきの因子」で，3 項目
中 1 項目（「昨夜の寝つきは，ふだんにくらべてよかった － わるかった」），OSA 調査票全体とし
ては 31 項目中 5 項目で，白湯連続摂取夜に比べて HS 茶連続摂取後の飲用夜に高得点が得
られた。 
2-2-3-5  脳波 α 波値，感情状態得点，睡眠感得点相互の対応 




脳波 α 波パワー値とリラックス感得点間の相関を，前頭部（F3，F4 部位）と中心部（C3，C4 部
位）ごとに検討した結果，C4 部位（r=0.319，p<0.001，n=112），C3 部位（r=0.242，p=0.005，
n=112），F4 部位（r=0.253， p=0.004，n=112）で有意な正の相関関係がみられた（表 2-2-4）。
脳波 α 波左右差係数値と快感情得点間の相関においては，C3-C4 部位の α 波左右差係数値と
快感情得点間に有意な相関（r=0.191，p=0.022，n=112）がみられた（表 2-2-4）。 
脳波 α 波パワー値と各睡眠感因子得点間の相関を，脳波測定部位ごとに検討した結果，「睡
眠維持の因子」得点，「寝つきの因子」各得点との有意な相関が脳波測定 4 部位の α波パワー値
の間に認められた（表 2-2-5）。 
感情状態得点と各睡眠感因子得点間の相関を表 2-2-6 に示した。 リラックス感得点は 5 睡眠
感下位因子得点と有意または有意傾向の相関を示し，快感情得点は「統合的睡眠の因子」得点

























































られなかった（表 2-2-3）。また，OSA睡眠感各因子の全 31 項目中 5 項目で白湯連続摂取後に
比べてHS茶連続摂取後の飲用夜に高得点が得られたことも，HS茶の連続摂取が自覚的睡眠
感の改善に効果を示す可能性を支持するものである。夕方に測定した脳波α波パワー値の増加





















































14 名の女子大学生を順序効果を相殺するために 2 群に分けて，HS 茶または白湯の単回飲用




準化 OSA 睡眠調査票で測定した。 
HS 茶の単回飲用と連続飲用実験で，前頭部と中心部脳波 α 波パワー値が増加した。両部位
α 波左右差係数値は単回飲用後に増加したが，連続飲用後には増加しなかった。HS 茶の両飲
用実験で，リラックス感得点と快感情得点が増加した。HS 茶の両飲用実験夜には，OSA 睡眠調




























































































図 2-2-3 脳波電極の装着部位 (国際 10-20 電極配置法) 
鼻根点








                 
























































































































































































































   








































   



























   
   
































































 図2-2-4 ハスカップ（HS)茶 （A) および白湯 （B) 飲用による脳波α波左右差係数値の変化
 Mean ± SEM (n=14) 対応のあるt検定 （仮説の明確さから片側検定をHS茶, 両側検定を白湯に使用）.  
 * p<0.05,  # p<0.10  （飲用前 vs 飲用後），F部位はF3-F4，C部位はC3-C4を意味する，
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第 3 章 総合考察 
 
北海道を主産地とするハスカップは，アイヌ語の「ハシカプ」に由来し，「不老長寿の妙薬」と言わ





















































1) 田中常雄 (2000) ハスカップ，津志田藤二郎編，地域農産物の品質・機能性成分総覧，サイ
エンスフォーラム社，東京，pp. 433-435. 
2) 美唄農産物高度利用研究所 (2006) ハスカップの抗酸化機能成分を利用した新規加工食品
の開発，平成 17 年～18 年報告書，pp.1-12.  
3)  Lehrner, J., Marwinski, G., Lehr, S., Johren, P. and Deecke, L .(2005) Ambient odors 
 43
of orange and lavender reduce anxiety and improve mood in a dental office, 
Physiology & Behavior, 86, 92-95． 
4)  佐々木成 (2008) 体内の水， からだと水の事典，佐々木成，石橋賢一編，朝倉書店，
東京，pp. 7-8. 
5)  Graham, H ． N. (1992) Green tea composition, consumption, and polyphenol 
chemistry，Prev．Med, 21, 334-350. 
6)  梶本修身 他 (2000）冬虫夏草菌糸体エキスおよびアヤムラサキアントシアニン配合飲料の
精神機能の向上に及ぼす効果について，新薬と臨床， 49，21-30.  
7)  森久保桂子他 (2005) 冬虫夏草菌糸体エキスおよびアヤムラサキアントシアニン配合飲料摂
取による中高年健常人の精神状態（気分）に与える作用，薬理と治療， 33，729-734 
8） Dreiseitel, A et al (2009) Berry anthocyanins and their aglycons inhibit monoamine 
oxidases A and B，Pharmacol Res， 59 (5)，306-311. 
9)  Milbury, PE et al (2010) Anthocyanins are bioavailable in humans following an 
acute dose of cranberry juice，J Nutr， 40 (6), 1099-1104. 
10) 厚生労働省：自殺・うつ病対策プロジェクトチームとりまとめについて，http://www．mhlw．
go．jp/seisaku/2010/07/03．html  (accessed 2011.12.27) 
11) 野崎貞彦 (2004) 休養によるストレス解消と生活習慣病予防，月刊「食生活」編集部編, 
栄養指導の実践に役立つ生活習慣病予防セミナー，フットワーク出版株式会社，東京, 
pp. 128-132. 
12)  McEwen, B. S. (1998) Stress, Adaptation, and Disease – Allostasis and Allostatic 
Load, Annals New York Academy of Sciences, 840, 33-44. 
13) McEwen, B. S. (2008) Central effects of stress hormones in health and disease: 
Understanding the protective and damaging effects of stress and stress mediators, 



















資  料 
（お茶の種類)　　ハスカップ茶
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自　平成 ２１年　　９ 月　　 １ 日
至　平成 ２２年　　３ 月 　３１ 日
☆お名前 ☆性別　【1.　女】



















白湯 ・ R茶 ・
H茶 ・ （　　　）
主な生活活動とそのおよその時間# 　食行動の目標評価
記入例 6:00 22:00 19:30 H茶 散歩 30分, 学校(授業)  6時間, ○
記入例 6:15 23:05 20:00 自転車 30分, 勉強  3時間, △



































** 白湯または R茶・H茶・(     )に○をつけてください。砂糖（牛乳）を加えた等を記録。
# 表紙を参照して下さい。　あなたの食行動目標を書いておきましょう。    夜寝る前に１日を振り返って，あなたの


































































































































































































































































































減と自覚的睡眠感改善の検討」 （バイオフィードバック研究，39 巻 1 号，11-22） 2012
年 4 月発行. 
2 坂本恵，荒川義人，三好孝二，金澤康子，森谷絜 「北海道産ハスカップ茶の創製と官
能評価」 （日本食品科学工学会誌，59 巻 9 号） 2012 年 9 月発行予定. 
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